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な
る
推
進
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す

。
次
に
よ

と
賛
同
者
と
の
交
流
を
深
め

、
会
の
活
動
等
の
更

　
　
　
同
封
の

「
新
春
の
集
い

」
案
内
文
書
を
参

定
例
学
習
会
（
案
内
）

住
所
　
大
分
市
顕
徳
町
３

‐
２

‐
４
５

会
場
　
南
蛮
豊
後
交
流
館
・
研
修
室

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

。

　
　
　
照
願
い
ま
す

。

　
役
員
と
会
員
お
よ
び
会
員
相
互
間
の
親
睦
交
流

　
　
　
午
後
６
時
～
午
後
８
時

午
後
１
時
３
０
分
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す

。

を

、
毎
月

（
５
月
と
１
月
は
休
み

）
第
一
土
曜
・

　
会
員
学
習
発
表
の
場
と
し
て

「
定
例
学
習
会

」

理事長 牧　達夫

～
三
年
三
月
三
一
日

」
会
費
を
納
入
し
て
く
だ
さ

ま
で
に
来
年
度

「
令
和
二
年
度

（
二
年
四
月
一
日

し
い
状
況
で
す
の
で

、
で
き
る
方
は
三
月
三
一
日

求
書

（
本
年
度
と
同
額

）
を
同
封
し
ま
す
の
で

、

　
な
お

、
法
人
会
員
の
方
に
は
来
年
度
会
費
の
請

い

。

編　  集 溝部幸祐

お

お

と

も

大

友

氏

顕

彰

会

だ

よ

り

第　４８　号

　
本
年
度

（
令
和
元
年
度

）
も

、
収
支
状
況
が
厳

　
　
　

《
お
願
い
！

》

４
月
４
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

３
月
７
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

２
月
８
日

（
土
曜

）
１
３
時
３
０
分
～

開
催
日
時

（
予
定

）

会
費
　
３
０
０
円

（
資
料
代
と
し
て

）

電
話
　
０
９
７

‐
５
７
８

‐
９
１
９
１

会
費
　
６
０
０
０
円

（
夕
食
・
飲
み
物
等

）

日
時
　
令
和
２
年
２
月
２
０
日

（
木
曜

）

と
も
ご
出
席
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す

。

り

「
新
春
の
集
い

」
を
開
催
し
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ

申
込
　
申
込
方
法
・
連
絡
先
・
会
場
略
図
等
は

、

　
　
　
会
費
は
当
日
持
参
願
い
ま
す

。

会
場
　
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
大
分

令
和
二
年
度

「
会
費

」
の
納
入

新
春
の
集
い

（
案
内

）

【 第 ７ 回 宗 麟 公 ま つ り ・ 大 友 宗 麟 と 家 臣 団 ： 令 和 元 年 １ ０ 月 ５ 日 】
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夜
十
八
公
演
の

『
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

』
が
上
演
さ
れ
た

。

ま
で
の
十
日
間

（
一
日
休
演
日

）
に
わ
た
り

、
昼

　
　
こ
の
劇
場
で

、
十
月
十
七
日
か
ら
二
十
七
日

な
劇
場
が
あ
る

。

令和２年（２０２０年）２月１日

　
本
稿
は
そ
の
観
劇
記
で
あ
る

。

第
三
幕

を
迎
え
て
そ
の
意
味
を
知
る
こ
と
に
な
る

。

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報

と
に
観
客
の
大
半
は
若
い
人
た
ち
だ

っ
た

。

丸
に
譲
る
と
宣
告
す
る

。
舞
台
は
騒
然
と
な
り

、

ろ
！

」
の
ひ
と
言
で
そ
の
場
は
収
ま
る

。

　
大
友
家
二
十
一
代
当
主
と
な

っ
た
義
鎮
だ
が

、

寄

稿

　
『
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
』
観
劇
記

傅
役

ふ
や
く

で
あ
る
入
田
親
誠

　
に
ゅ
う
た
　
ち
か
ざ
ね

が

「
家
督
相
続
は
お
屋
形

れ
の
変

」
で
あ
る

。

　
父
義
鑑
登
場

。
義
鑑
は
斎
藤
ら
四
人
を
加
判
衆

行
き
た
い
の
じ
ゃ

」
と
応
え
る

。
そ
こ
で
義
鎮
の

わ
し
は
あ
の
船
に
乗

っ
て
自
由
に
海
の
向
こ
う
に

た
く
は
な
い

。
沖
に
浮
か
ぶ
あ
の
南
蛮
船
を
見
よ

、

　
こ
れ
に
対
し
義
鎮
は

「
わ
し
は
家
督
な
ど
継
ぎ

継
ぎ
な
さ
れ

」
な
ど
と
気
炎
を
あ
げ
る

。

な
が
ら

、
酔

っ
た
勢
い
で

「
若

、
大
友
の
家
督
を

そ
ん
な
浅
草
の
真
ん
中
に

「
九
劇

」
と
い
う
小
さ

の
浅
草

。
浅
草
は
ま
た
芸
能
文
化
の
街
で
も
あ
る

。

　
い
ま

、
来
日
外
国
人
に
一
番
人
気
の
街

、
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
家
　
櫻
田
　
啓

「
殿
！
　
指
揮
を
執
れ

」
と
詰
め
寄
る
が

「
お
前

ま
る

。
戸
次
鑑
連
と
高
橋
紹
運

　
　
じ
ょ
う
う
んが

や

っ
て
来
て

、

　
毛
利
が
北
九
州
に
侵
攻

。
門
司
城
の
戦
い
が
始

第
四
幕

に
執
り
立
て
る
代
わ
り
に

、
大
友
の
家
督
を
塩
市

　
見
か
ね
た
重
臣
の
吉
岡
長
増

な
が
ま
す

、
臼
杵
鑑あ

き
す
み速

、
吉

る
ぞ

」
と
聞
く
耳
持
た
ず

。

じ
ゃ
！
　
わ
し
は
平
和
で
理
想
の
国
ム
ジ
カ
を
造

弘
鑑
理

あ
き
ま
さ

、
戸
次
鑑
連

あ
き
つ
ら

が
諫
言
す
る
が

、

「
戦
は
嫌

る
砲
弾
の
炸
裂
音
・
・
・
・
・

、
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

時
代
と
思
わ
れ
る
戦
場
の
雄
叫
び
と
喊
声
・
・
・

　
開
演
と
同
時
に
劇
場
が
真

っ
暗
に
な
り

、
戦
国

序
　
幕
　

（
筆
者
が
勝
手
に
呼
称

）

な
い
演
出
だ
が

、
観
客
は
劇
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス

　

『
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

』
と
い
う
時
代
劇
と
は
似
つ
か

よ

っ
て
観
客
に
訴
え
る
演
出

。

悲
惨
さ
と
恐
怖
を

、
効
果
音
と
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
に

た
ち
が
登
場

。
義
鎮
を
囲
ん
で
酒
を
酌
み
交
わ
し

小
佐
井
大
和
守

、
津
久
見
美
作
守

、
田
口
蔵
人
佐

　
義
鎮

よ
し
し
げ

（
五
郎

）
と
そ
の
側
近
の
斎
藤
播
磨
守

、

第
二
幕

色
香
に
溺
れ
て
放
蕩
三
枚
の
日
々

。

大
内
や
毛
利
と
の
戦
い
の
指
揮
は
執
ら
ず

、
酒
と

義
鑑
は
そ
の
場
で
殺
害
さ
れ
る

。

「
大
友
二
階
崩

あ
る

。
こ
の
日
の
観
客
席
は
満
員
で

、
驚
い
た
こ

が

、
舞
台
と
観
客
席
が
近
い
こ
と
か
ら

、
迫
力
が

客
席
百
ほ
ど
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
劇
場
で
あ
る

　
劇
場
の

「
九
劇

」
は
舞
台
が
お
よ
そ
二
十
畳

、

人
で
観
劇
し
た

。

の
前
日

、
十
月
二
十
六
日

（
土
曜

）
に
家
内
と
二

　
私
は
牧
達
夫
理
事
長
の
紹
介
で

、
公
演
千
秋
楽

晴
氏
で

、
氏
は
宗
麟
を
演
じ
た
主
演
俳
優
で
も
あ

劇
団

。
脚
本
・
演
出
は

、
同
劇
団
代
表
の
梶
原
涼

　
演
じ
た
の
は

「
グ
ル
ー

プ
シ
ア
タ
ー

」
と
い
う

「
大
友
宗
麟

」
の
演
劇
が
上
演
さ
れ
た
の
で
あ
る

。

な
ん
と

、
東
京
の
ど
真
ん
中
で
豊
後
の
戦
国
大
名

　
こ
れ
で
も
か

、
こ
れ
で
も
か
と
紛
争
や
戦
争
の

の
同
時
テ
ロ
・
・
・
・
・

。

ジ
オ
放
送
・
・
・
・
・

、
湾
岸
戦
争
を
彷
彿
さ
せ

・
・

、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
を
伝
え
る
緊
迫
の
ラ

と
反
発
し
て
双
方
睨
み
合
う
が

、
義
鎮
の

「
止
め

る

。

か
ご
ろ
奥
方
に
取
り
入

っ
て
密
通
と
の
噂
じ
ゃ

」

藤
ら
は

「
入
田
ど
の
は
塩
市
丸

し
お
い
ち
ま
る

様
の
味
方
か
？
ち

申
す
な

」
と
斎
藤
ら
を
な
じ
る

。
こ
れ
に
対
し
斎

様

（
義
鑑

よ
し
あ
き

）
が
決
め
る
こ
と

、
出
す
ぎ
た
こ
と
を
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た
ち
で
や
れ

」
と

、
相
変
わ
ら
ず
の
酒
浸
り

。
揚

げ
句
に

、
戸
次
鑑
連
と
高
橋
紹
運
を

「
わ
し
の
前

　
　
　
ま
ら
ず

、
宗
麟
の
夢
見
た
関
係
地

（
例
え

梶
原
ー

顕
彰
会
の
牧
理
事
長
さ
ん
に
は
大
変
お
世

　
　
　

ッ
セ
ー

ジ
は
？

櫻
田
ー

大
分
の

「
大
友
氏
顕
彰
会

」
に
対
す
る
メ

　
　
　
ル
の
大
き
な
人
物
で
す
か
ら

。

　
　
　
　
　
　
梶
原
涼
晴
ご
夫
妻
と
櫻
田
啓
氏

】

【
東
京
浅
草

「
九
劇

」
で
劇
団
代
表
の

　
　
　
る
場
合
は

、
豊
後

、
九
州

、
日
本
に
と
ど

　
　
　
し
ま
し
た
が

、
宗
麟
を
大
河
ド
ラ
マ
に
す

櫻
田
ー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
に
寄
せ
る
期
待
は
？

　
た
だ

、
演
劇
を
見
た
東
京
の
若
い
人
た
ち
が

、

リ
ア
ル
に
描
い
た
作
品
と
言
え
よ
う

。

梶
原
ー

私
は
ア
メ
リ
カ
で
演
劇
と
演
出
の
修
行
を

を
抱
い
た
か
は

、
い
さ
さ
か
気
が
か
り
な
と
こ
ろ

面
性
を
併
せ
持
つ

、
宗
麟
と
い
う
人
物
の
一
面
を

を
演
じ
た
梶
原
氏
が
描
い
た
宗
麟
像
で
あ
る

。
多

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令和２年（２０２０年）２月１日

　
　
　
・
芸
術
部
門

）
を
や

っ
て
い
ま
す

。
そ
こ

義
鎮

（
宗
麟

）
は
あ
く
ま
で
脚
本
を
書
き

、
宗
麟

　
以
上
が
観
劇
記
で
あ
る
が

、
こ
こ
に
登
場
す
る

の
平
和
と
愛

」
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る

。

で
の
効
果
音
と
ナ
レ
ー

シ

ョ
ン
の
意
味
が

「
永
遠

こ
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
舞
台
に
な

っ
て

、
序
幕

の
諭
し
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
の
で
あ
る

。
観
客
は

「
愛
と
は
痛
み
だ

」
と

、
自
分
の
胸
の
痛
み
が
神

”
千
里
眼
“
に
気
づ
く

。
そ
し
て

、
宗
麟
も
ま
た

に
至

っ
て
初
め
て
宗
麟
の
描
く
平
和
な
国
造
り
の

　
合
戦
に
敗
れ
た
大
友
軍
の
武
将
た
ち
は

、
こ
こ

っ
て
大
友
軍
は
二
万
余
の
軍
勢
を
失
う

。

　

「
耳
川
の
合
戦

」
が
勃
発
す
る

。
島
津
軍
に
よ

終
　
演

み
は
消
え
な
い

。

苦
し
む

。
そ
の
つ
ど
神
イ
エ
ス
に
す
が
る
が

、
痛

　
義
鎮
は

、
と
き
ど
き
原
因
不
明
の
胸
の
痛
み
に

国
を
造
る
ぞ
！

」
と
叫
ぶ

。

放
つ
と

、
義
鎮
は

「
戦
の
な
い

、
愛
に
あ
ふ
れ
た

　
高
橋
紹
運
が

「
戦
は
人
の
性
じ
ゃ
！

」
と
言
い

か
ら
去
れ
！

」
と
放
逐
す
る

。

　
　
　
し
た
か
？

櫻
田
ー

初
め
て
の
時
代
劇
に
な
ぜ
宗
麟
を
選
び
ま

紹
介
し
た
い

。

ー

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
梶
原
涼
晴
氏
の
言
葉
を

　
最
後
に

、
忙
し
い
幕
間
に
即
席
の
イ
ン
タ
ビ

ュ

大
友
宗
麟
と
い
う
人
物
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

　
　
　
り
込
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
必
要
で

　
　
　
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。
そ
れ
ほ
ど
ス
ケ
ー

　
　
　
ば
東
南
ア
ジ
ア

、
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

）
を
も
取

　
　
　
ち
ま
し
た

。

　
　
　
で
臼
杵
と
関
係
の
深
い
宗
麟
に
関
心
を
持

　
　
　
脚
本
を
書
き

、
演
出
に
活
か
し
ま
し
た

。

　
　
　
た

。
私
な
り
の
宗
麟
像
を
イ
メ
ー

ジ
し
て

　
　
　
本
を
二
十
冊
以
上
読
破
し
て
勉
強
し
ま
し

梶
原
ー

脚
本
を
書
く
た
め
に

、
大
友
宗
麟
の
関
連

で
も
あ
る
が
・
・
・
・
・

。

　
　
　
る
ま
で
の
ご
苦
労
は
？

櫻
田
ー

脚
本

、
演
出
が
見
事
で
し
た
が

、
上
演
す

梶
原
ー

わ
た
し
は
今

、
臼
杵
市
の
協
力
隊

（
文
化

　
　
　
と
も
協
力
し
合

っ
て

、
大
友
宗
麟
の
知
名

　
　
　
と
考
え
て
お
り
ま
す

。
顕
彰
会
の
皆
さ
ん

　
　
　
Ｉ
Ｎ

』
を
各
地
で
公
演
し
て
ま
い
り
た
い

　
　
　
演
に
と
ど
ま
ら
ず

、
引
き
続
き

『
Ｓ
Ｏ
Ｒ

　
　
　
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す

。
今
回
の
東
京
公

　
　
　
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね

。
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劇
団
員
と
大
友
氏
顕
彰
会
の
面
々

】

【
臼
杵
市
公
演

「
久
家
の
大
蔵

」
前
で

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令和２年（２０２０年）２月１日

【
『
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

』
主
演
の
梶
原
涼
晴
氏

】

【 作 家 「 安 部 龍 太 郎 ・ 赤 神 諒 」 氏 と 語 る 夕 べ ： 令 和 元 年 １ ０ 月 ５ 日 】
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館
の
建
物
は
東
西
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上

、
南
北
約

ル
四
方
の
規
模
に
及
び

、
外
周
は
塀
で
囲
ま
れ

、

　
最
盛
期
の
大
友
氏
館
は
一
辺
約
二
〇
〇
メ
ー
ト

　
ま
た

、
現
在
の
塩
九
升
商
店
街
の
通
り
に
沿

っ

古
地
図
や
最
近
の
発
掘
調
査
か
ら
み
た

大
友
氏
と
府
内
の
ま
ち
歴
史
散
歩
㊀

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 大 友 氏 顕 彰 会 報 令和２年（２０２０年）２月１日

が
行
き
交
い

、
武
家
屋
敷
と
商
家
が
混
在
す
る
国

ポ
ル
ト
ガ
ル
人

、
中
国
人
や
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々

が
出
土
し
て
お
り

、
当
時
の
大
友
氏
や
寺
院
・
町

鉢
・
青
磁
皿
・
土
師
器
・
漆
器
椀
等
々
多
く
の
品

・
明
銭
な
ど
の
中
国
銭
・
分
銅
・
地
蔵
菩
薩
・
懸

タ
イ
・
朝
鮮
・
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
陶
磁
器
・
宋
銭

の
メ
ダ
イ
や
京
文
化
の
茶
道
具
を
は
じ
め
中
国
・

地
か
ら
納
め
ら
れ
た
年
貢
米
な
ど
の
管
理
を
し
て

に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ

、
大
友
宗
麟
が
長
子
の
義

　
　
よ
し

ま
り
は
南
北
朝
時
代

（
大
友
十
代
・
親
世

ち
か
よ

の
頃

）

　
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と

、
大
友
氏
館
の
始

定
さ
れ
た

。

ル
の
我
が
国
最
大
級
の
規
模
と
い
わ
れ
る
庭
園
跡

東
西
約
六
十
七
メ
ー
ト
ル

、
南
北
約
三
〇
メ
ー
ト

い
く
つ
か
の
道
が
で
き
て
お
り

、
海
岸
線
は
現
在

四
つ
の
道
が
走
り

、
東
西
に
約
七
百
メ
ー

ト
ル
の

　
こ
の
大
友
府
内
の
町
周
辺
か
ら
は

、
大
友
館
跡

際
色
豊
か
な
貿
易
都
市
と
し
て
栄
え
た
の
で
あ
る

。

　
町
中
の
道
路
は
南
北
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

　
大
友
氏
館
の
南
側
に
は
御
蔵
場

　
お
く
ら
ば

（
大
友
氏
が
各

屋
の
様
子
が
垣
間
見
え
る

。

の
町
に
五
千
軒
の
町
屋
が
立
ち
並
び

、
宣
教
師
や

寿
寺
な
ど
多
く
の
寺
院
が
建
て
ら
れ

、
四
〇
余
り

　
大
友
府
内
の
町
は
大
友
館
を
中
心
と
し
て

、
万

も
発
見
さ
れ
て
い
る

。

き

っ
か
け
と
な
り

、
平
成
十
三
年
に
国
史
跡
に
設

大
規
模
な
庭
園
遺
構
が
発
見
さ
れ

、
こ
の
こ
と
が

　
大
友
氏
館
跡
は

、
平
成
十
年

（
一
九
九
八

）
に

㊀
大
友
氏
館
跡
　
大
分
市
顕
徳
町
三
丁
目

て
舟
入
場
が
切
れ
込
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

。

整
備
し
た
大
友
氏
館
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か

っ
た

。

統む
ね

に
家
督
を
継
が
せ
た
大
友
氏
の
最
盛
期
に

、
再

の
一
九
七
号
線
の
辺
り
だ

っ
た
よ
う
だ

。

し
て
町
割
り
の
基
礎
を
つ
く
り

、
大
友
館
も
こ
の

ま
り

、
十
代
・
親
世

ち
か
よ

が
万
寿
寺
か
ら
北
方
を
開
発

い
た
よ
う
だ

。
、

〇
余
り
の
町
並
み
と
多
く
の
寺
院
で
形
成
さ
れ
て

・
古
川
・
長
池
等
々
府
内
大
友
館
を
中
心
に

、
四

内
・
御
北
・
西
小
路
・
上
市
・
下
市
・
桜
・
唐
人

う
と
千
手
堂
・
小
物
座
・
後
小
路
・
鋸
・
柳
・
御

直な
お

が
海
外
貿
易
を
始
め

、
十
八
代
・
親
治

ち
か
は
る

の
時
代

頃
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

。
十
二
代
・
持

　
　
も
ち

仏
・
和
鏡
・
井
戸
・
万
寿
寺
の
鬼
瓦
な
ど

、
こ
ね

　
　
　
　
　
　
大
友
府
内
の
町
の
都
市
計
画

薫
り
高
い
都
市
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る

。

（
聖
職
者
養
成
神
学
校

）
も
で
き

、
南
蛮
文
化
の

告
に
記
さ
れ
て
い
る

。

り

、
宗
教
劇
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
宣
教
師
の
報

オ
ル
ガ
ン
や
ビ
オ
ラ
に
合
わ
せ
た
聖
歌
を
歌

っ
た

教
会
で
は
毎
日
ミ
サ
が
行
わ
れ

、
少
年
合
唱
隊
が

に
二
〇
〇
〇
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
と
い
う

。

ト
教
は
次
第
に
拡
が
り

、
一
五
五
七
年
に
は
府
内

　
こ
れ
以
降
大
友
宗
麟
の
保
護
も
あ
り

、
キ
リ
ス

あ
り

、
い
ず
れ
も
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る

。

に
は

、
大
友
氏
館
を
凌
ぐ
大
規
模
な
万
寿
寺
跡
が

い
た
倉
庫
等

）
が
あ
り

、
そ
の
前
方

（
大
分
川
側

）

三
〇
メ
ー

ト
ル
の
大
き
さ
を
持
つ
中
心
建
物
跡
や

金
池
・
錦
・
長
浜
辺
り
ま
で

、
当
時
の
町
名
で
い

盛
期
で

、
現
在
の
元
町
辺
り
か
ら
六
坊
・
顕
徳
・

二
十
二
代
・
義
統

よ
し
む
ね

の
時
代
が
大
友
府
内
の
町
の
最

　
二
〇
代
・
義
鑑

よ
し
あ
き

、
二
十
一
代
・
義
鎮

よ
し
し
げ

（
宗
麟

そ
う
り
ん

）

れ
る

。

大
友
府
内
の
町
の
原
形
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
思
わ

寿
寺

じ
ゅ
じ

を
建
立
し
て
門
前
市
を
つ
く

っ
た
こ
と
に
始

　
大
友
府
内
の
町
は

、
大
友
氏
五
代
・
貞
親

さ
だ
ち
か

が
万

　
　
ま
ん

　
　
　
　
　
　
牧
　
　
達
　
夫

（
理
事
長

）

　
そ
の
後

、
府
内
に
は
西
洋
医
学
や
コ
レ
ジ
オ
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【 府 内 の ま ち 今 昔 図 】 



　第 ４８ 号 － ７／７

る
と

、
主
君
と
家
臣
が
三
枚
に
重
ね
た
盃
で
酒
を

ら
れ
て
い
た
が

、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
な

　
か ・

わ ・

ら ・

け ・

（
土
器

）
は

、
平
安
時
代
か
ら
用
い

る

。

館
で
盛
大
に
催
さ
れ
た
宴
会
の
様
子
が
う
か
が
え
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け ・

を
廃
棄
し
た
穴
が
複
数
発
見
さ
れ

、
大
友
氏
が

　
大
友
氏
館
の
中
央
付
近
で
は

、
大
量
の
か ・

わ ・

ら ・

を
確
認
し
合
う
武
家
儀

飲
む
こ
と
で
主
従
関
係

　
　
　
　
　

（
続
く

）

【大友氏顕彰フォーラム（安部龍太郎・櫻田 啓・赤神 諒：令和元年１０月６日】

【 大 友 氏 館 の 復 元 イ メ ー ジ （ 大 分 市 教 育 委 員 会 よ り ） 】

【 大 友 氏 館 跡 で の 発 掘 で 出 土 し た メ ダ イ 】

れ
て
い
る

。

の
イ
メ
ー

ジ
映
像
が
流

取
・
開
明
の
大
友
宗
麟

に
目
を
向
け
て
い
た
進

鮮
半
島
・
東
南
ア
ジ
ア

ー

ロ

ッ
パ
・
中
国
・
朝

側
に
オ
ー

プ
ン
し

、
ヨ

一
八
年
秋
に
庭
園
の
西

Ｎ
Ｇ
Ｏ
交
流
館
が
二
〇

在
で
あ
る

。
南
蛮
Ｂ
Ｖ

え
で
も
シ
ン
ボ
ル
的
存

園
は
大
友
氏
を
語
る
う

　
こ
の
大
友
氏
館
と
庭

う
か

。

氏
館
で
あ

っ
た
の
だ
ろ

の
は

、
こ
の
府
内
大
友

ル
と
宗
麟
が
会
見
し
た

　
と
こ
ろ
で

、
ザ
ビ
エ

れ
る
よ
う
に
な
る

。

礼
で

、
盛
ん
に
用
い
ら


